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非病原性フザ リ ウ ム 菌によるエ ダマメ 萎 ち ょ う 病の生物防除

は じ め に

群馬 県 に お け る パー テ ィ シ リ ウ ム病の発生は， 1965 年

の ト マ ト 半身萎 ち ょ う 病 に 始 ま り ， 次 い で ナ ス 半身萎

ち ょ う 病， ウ ド 萎 ち ょ う 病が発生 し た が， 当時の被害面

積は 多 く な か っ た 。 と こ ろ が， 1982 年 に ハ ク サ イ 黄化病

が発見 さ れて 以来， 各種の作物 で発生が認 め ら れ て い

る 。 1983 年 に 実施 し た 野菜 の 連作障害発生実態調査結

果で は ， パ ー テ ィ シ リ ウ ム 菌 に よ る 病害が ウ ド を は じ

め， エ ダマ メ (諏訪 ら ， 1984) ， ハ ク サ イ ， ダイ コ ン な ど

12 種の作物 に 及 び， 発生面積 は 350 ha で， そ の被害総額

は 13 億円 に 及んでお り ， そ の後， 他作物で も 新た な発生

が確認 さ れて い る 。

ノ fー テ ィ シ リ ウ ム病の防除は， ク ロ ル ピ ク リ ン剤 に よ

る 土壌消毒が有効であ る が， 薬剤価格に よ る 採算面 と 処

理作業での労力面， さ ら に は環境保全の面か ら も 難 し い

問題があ る 。 ま た ， 近年， 消費者 は低農薬栽培の農産物

を求め て お り ， 農薬 に依存 し い な い生物防除法の 開発が

強 く 望 ま れて い る 。

そ こ で， 野菜のパー テ ィ シ リ ウ ム病の生態的防除技術

の開発に 取 り 組んだ結果， エ ダマ メ 萎 ち ょ う 病 に対 し て

有効な フ ザ リ ウ ム 菌 を み つ け る こ と に に 成功 し た (諏訪

ら ， 1989) 。 こ の フ ザ リ ウ ム 菌 は， エ ダマ メ の組織か ら 分

離 さ れた も の で， エ ダマ メ の ほ か， ナ ス 及 び ピ ー マ ン の

半身萎 ち ょ う 病に対 し て も 防除効果が確認 さ れて い る 。

なお， こ の ブ ザ リ ウ ム 菌 は F-4 菌 と 命名 し， 現在， 特許

を 申誇中であ る 。

I エ ダマ メ 蕃 ち ょ う 病 に対 す る防除効果

1 F-4 菌の接種菌浪度 と 発病抑制効果

( 1 ) 試験方法

F-4 菌 を PS 培地で 250C， 7 日 間振 と う 培養 し た 菌液

を 3 ， 000 rpm で 5 分間遠心分離後， 培養液 を捨て， 脱塩

水で菌数 を 108， 107， 106， 105 個Iml に 調整 し た 。 こ れ ら

の菌液 に ， 播種後 10 日 間経過 し た エ ダマ メ ( ユ キ ム ス

メ ) の苗を 1 時間根部浸潰 し， パー ミ キ ュ ラ イ ト ・ フ ス

マ培地で培養 し た エ ダマ メ 萎 ち ょ う 病菌 (E-6) を ポ ッ ト

当 た り 100 m! 混和 し た 園芸培土 (太平物産) に 定惜 し
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表 - 1 F-4 菌の接種菌濃度 と エ ダマ メ 萎 ち ょ う 病の 発病抑制効果

発 病 株 率 発 病 度 褐 変

菌濃度 6 月 3 日 6 月 30 日 6 月 3 日 6 月 30 日 株 率

108 。 % 。 % 。 。 1 1 . 1 % 
10' 22 . 2  22 . 2  1 1 . 1  1 4 . 8  33 . 3  

106 66 . 7  77 . 8  63 . 0  77 . 8  88 . 9  

105 77 . 8  77 . 8  70 . 4  7 7  . 8  77 . 8  

無処理 66 . 7  77 . 8  66 . 7  74 . 1  88 . 9  

菌濃度 : 1 ml 当 た り の 菌 数 ， 浸演時間 : 1 時間， 定値 : 5 月 2

日 ，

た。 ポ ッ ト は 1/5 ， 000 a ワ グ ネ ル ポ ッ ト を使用 し， 1 ポ ッ

ト 3 本植で 3 連制 と し た 。

発病度 は， 以下の基準 に よ り 算出 し た 。

階級値 0 : 健全株

1 : 導管部の褐変が認 め ら れ， 下葉の一部

が萎 ち ょ う し て い る 株

2 : 健全株 に 比べ草丈がや や低 く ， 中位葉

ま で萎 ち ょ う し て い る 株

3 : 健全株 に 比べ草丈が著 し く 低 く ， 上位

葉 ま で萎 ち ょ う し て い る 株

2 (階級値 × 同個体数)発病度 -... H�/I��'/�:'，�� r.�1 X 100 
調査個体数 X 3

( 2 ) 結果及び考察
F-4 菌の接種菌濃度 と 萎 ち ょ う 病の発病抑制効果 に つ

い て検討 し た結果， F-4 菌が 108 個1m! で は発病せ ず， 1 

07 個1m! で も 発病抑制効果が高 く ， 接種菌濃度が低下す

る に 従 っ て ， 発病抑制効果 も 低下 し た (表 1 ) 。

2 エ ダマメ萎 ち ょ う 病発病地帯の土壌 に お け る 発病

抑制効果

( 1 ) 試験方法

エ ダマ メ 萎 ち ょ う 病が発生 し て い る 利根郡利根村大原

の桑園か ら パー テ ィ シ リ ウ ム 菌 に 汚染 さ れて い な い土壌

を採集 し た 。 こ の土壌 を土壌殺菌釜で殺菌 し た も の と ，

殺菌 し な い土壌 を供試 し， F-4 菌の発病抑制効果 を検討

し た 。 F-4 菌の処理及 び病原菌の処理 な ど試験方法 は試

験 1 に 準 じ た 。 F-4 菌 の 蘭 濃 度 は ， 108 個 1m! に 調 整

し， 播種後 10 日 間経過 し た エ ダマ メ ( ユ キ ム ス メ ) の苗

を 1 時間根部浸潰 し て 定植 し た。
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( 2 ) 結果及び考察

エ タ。マ メ 萎 ち ょ う 病発生地帯の無病土 を採集 し， 現地

の土壌 に お け る F-4 菌 の 発病抑制効果 に つ い て検討 し

た。 こ の結果， 土壌殺菌釜で土壌殺菌 し た 土壌では発病

が認 め ら れ な か っ た 。 ま た ， 無殺菌土壌で は 発病 し た

が ， 無 処 理 の 発 病 度 100 に 対 し て F-4 菌処 理 区 で は

33 . 3 で あ り . F-4 菌 は 無殺菌土壌 で も 発病抑制効果 が

期待で き る も の と 思われた。

3 F-4 菌の接種菌浪度及 び根部浸j寅時間 と 発病抑制

効果

( 1 ) 試験方法

F-4 菌の菌濃度 に つ い て は， 菌数が 108• 107 個1m!. エ

ダマ メ 苗の根部浸漬時間 は. 1. 6. 18 時間 と し て ， 菌濃

度 と 浸潰時間 を組み合わ せ て . F-4 菌の発病抑制効果 を

検討 し た 。 そ の ほかの試験条件は， 試験 1 に準 じ た。

( 2 ) 結果及び考察

結果 は 表 3 に 示 し た 。 F-4 菌 の 菌濃度 と 根の浸漬時

間 に つ い て検討 し た 結果， 無処理では接種後 18 日 で発

病が確認 さ れたが. F-4 菌処理区で は 1 か 月 経過後で も

ほ と ん ど発病が認め ら れな か っ た 。 ま た ， 発病 し た株は

無処理 に 比較 し て 発病が遅 く な り ， 発病程度 も 軽か っ

た。

以上の結果か ら . F-4 菌の処理方法 と し て は， 菌濃度

表- 2 F-4 菌の現地土壌 に お け る エ ダマ メ 萎 ち ょ う 病の発病抑制

効果

F-4 土 壌 発 病 株 率 発 病 度 褐 変
の処理 の殺菌 6 月 3 日 6 月 30 日 6 月 3 日 6 月 30 日 株 耳E

有 無 33 . 3% 33 . 3% 22 . 2  33 . 3  33 . 3% 

有 有 。 。 。 。 1 1 . 1  

無 無 88 . 9  100 66 . 7  100 100 

無 有 100 100 81 . 5  100 100 

土壌 : 利根郡利棋村大原， 菌濃度 : 108 個Iml， 浸演時間 : 1 時

間， 定植 : 5 月 2 日 .

表 - 3 F-4 菌の濃度及び浸演時間 と エ ダマ メ 萎 ち ょ う 病の発病

抑制効果

試 験 区 発 病 株 率 発 病 度

菌濃度 | 浸演時間 3 月 31 日 4 月 15 日 3 月 31 日 4 月 15 日

108 1 時間 。 % 1 1 . 1 % 。 7 . 4  

1 0' 1 時間 。 1 1 . 1 。 3 . 7  

108 6 時間 。 1 1 . 1 。 3 . 7  

10' 6 時間 。 1 1 . 1  。 3 . 7  

108 18 時間 。 22 . 2  。 14 . 8  

10' 18 時間 。 22 . 2  。 1 1 . 1  

無 処 理 88 . 9  88 . 9  88 . 9  88 . 9  

菌濃度 : 1 ml 当 た り の菌数， 定値 : 2 月 24 日 �25 日 .

は 107�108 個1m! で， 浸漬時間 は 1�6 時間で防除効果

があ る も の と 考 え ら れた 。

E ナ ス 半身 萎 ち ょ う 病 に対す る防除効果

1 試験方法
F-4 菌 を PS 培地で 250C. 5 日 間振 と う 培養 し た 菌液

に， 播種後 35 日 間経過 し た ナ ス (千両 2 号) 苗 を 1 時間

根部浸潰 し た 。 こ の苗 を PS 培地で. 250C. 5 日 間振 と う

培養 し た ナ ス 半身萎 ち ょ う 病菌 (84040 菌) を 106 個1m!

に調整 し て 鉢当 り 100 m! 土壌接種 し た 園芸培土 (太平

物産) に 定植 し た 。 鉢は 7 号の素焼鉢 を 用 い. 1 鉢に 3 本

植で 5 連制 と し た 。

2 結果及 び考察

結果 は 表 4 に 示 し た 。 F-4 菌 の ナ ス 半身 萎 ち ょ う 病

に対す る 発病抑制効果 に つ い て検討 し た 結果. F-4 菌無

処理区では発病株率 100%. 発病度 100 と な っ た が. F-4 

菌処理区では， 生育初期 に は発病抑制効果が き わ め て 高

く ， 最終的 に も 無処理 に比較 し て 発病株率が約 1/2. 発

病度 は約 1/3 の 高 い 防除効果 を 示 し た 。

皿 ピ ー マ ン 半身 蕃 ち ょ う 病 に対す る防除効果

1 試験方法
ピ ー マ ン の 品種 は エ ー ス を 用 い ， ピ ー マ ン半身萎 ち ょ

う 病菌 は 84028 菌 を 用 い た 。 そ の ほかの試験条件 は， ナ

ス 半身萎 ち ょ う 病試験に準 じ た 。

2 結果及 び考察

結果 は表 5 に示 し た 。 F-4 菌の ピ ー マ ン 半身萎 ち ょ う

表-4 ナ ス 半身 萎 ち ょ う 病 に対す る 発病抑制効果

発 病 株 率 発 病 度
褐変

試験区 株率
5 月 21 日 6 月 3 日 7 月 l 日 5 月 21 日 6 月 3 日 7 月 l 日 8 月 20 日

F -4 。 % 13 . 3% 46 . 7% 。 1 1 . 1  33 . 3  60 . 0% 

無処理 93 . 3  100 100 9 1 . 1  100 100 100 

無接種 。 。 。 。 。 。 。

注) 品種 : 千両 2 号， 橋種 : 3 月 19 日 ， 接種 ・ 定植 : 4 月 23 日 .

表-5 ピ ー マ ン半身萎 ち ょ う 病 に 対す る 発病抑制効果

発 病 株 ヰt 発 病 度
褐変

試験区 株率
5 月 21 日 6 月 3 日 7 月 l 日 5 月 21 日 6 月 3 日 7 月 l 日 8 月 20 日

F-4 。 % 。 % 13 . 3% 。 。 13 . 3  46 . 6% 

無処理 80 . 0  100 100 64 . 4  95 . 6  97 . 8  100 

無接種 。 。 。 。 。 。 。

注) 品種 : エ ー ス ， 播種 : 3 月 19 El ， 接種 ・ 定植 : 4 月 23 日 .
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病に対する 発病 抑制効果について 検討した 結果， F-4菌
無処理区で は 発病 株率 100%， 発病 度 97 . 8 となったが ，
F-4菌 処理区では ， ナス 半身萎ちょう病に対する 効果よ
りも さらに防除効果が 高く ， 最終 的には 無処理に 比較し
て発病 株率， 発病 度とも 1/7 � 1/8の防除効果を示 した 。

が植物 体 内で 増殖することによって ， 発病 が 抑制 さ れる
ともいわれている。

お わ り に

以上の 結果より， 非病原性糸状菌の F-4菌の 前 接種に
よりパーテ ィシリウム病であるエダマメ萎ちょう病 ， ナ
ス 半身萎ちょう病 ， ピ ー マン 半身萎ちょう病に対する 高
い防除効果が認めら れた 。

非病原性フザリウム菌を利用 した生物防除の 例として
は ， サ ツ マイモつる 割病 (小川 ・ 駒田， 19 84， 19 86 ) ， イ
チ ゴ萎黄病 ( 手塚 ・ 牧野， 1 9 8 8 ) ， ト マト萎ちょう病 ( 本
間 ・ 大 畑， 1977 ; 山 口 ・ 有国， 19 9 0 ; 雨宮ら ， 19 86 ) ， ト
マ ト 半身萎ちょう病 (雨宮， 1 9 8 9 ) などがある。 防除効
果発現の 要 因については ， 非病原性フザリウム菌が植物
に 作 用 することによ って病害抵抗性を誘導し ， 発病 を抑
制するもの と 考 えら れる 。 また， 非病原性フザリウム lÏï

今後は ， 他作物の パー テ ィシリウム病 及 び他の病害に
対する防除 効果の 検 討をするとともに ， 実 用 化に 向け
て ， 菌の 大 量; 培養技術の 開発及び、処理 方 法の 改善も 検討
する 必要がある。 また， 現状では ， 生物防除を実 用 化す
るには ， 一般の 農薬登録と 同様の 手続きが 必要で ある
が ， 生物防除の 将来を 考 えた場合には ， 生物防除に 適し
た実 用 的なガイ ド ラインが必要と 考 えら れる。
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日 本植物防疫協会 発行

性 フ ェ ロ モ ン剤等使用 の手引
内容 ・ 性フ ェ ロ モ ン と その利 用 法

・ 発生予察 4・ 交信か く 乱
・ 大量誘殺

害虫の発生予察用 に 広 く 利用 さ れ て い る 性 フ ェ ロ モ ン

剤 を ， 初 め て 使用 さ れ る 方 を 対 象 に 編集 し た 手引 書 で す 。

性 フ ェ ロ モ ン 剤 の 基礎的知識 を 得 る 参考書 と し て ， 現場

に お け る マ ニ ュ ア ル と し て 平易 に 解説 さ れ て お り ま す 。

ま た ， 旧版で は 取 り 上 げて い な か っ た 防除用 の性 フ ェ ロ

モ ン 剤 に つ い て も ， 交信か く 乱 ・ 大量誘殺 に 分 け て 各製

剤 ご と に 解説 し て あ り ま す 。

B 5 判 86 ペ ー ジ ( カ ラ ー 4 ペ ー ジ )

定価 1 ， 800 円 (本体 1 . 748 円 ) 送料 31 0 円

く お 申 し 込み は 前金 (現金書留 ・ 郵便振替 ・ 小為替な ど) で本会 ま で〉
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